
本別町の挑戦：未来のまちづくりを支える介護の再構築

第10期介護保険事業計画の策定に向けた研修会（2025.9.30）

北海道本別町保健福祉課 課長補佐 門田浩史 1



未来を見据えた介護保険事業計画の再構築

• 人口減少時代を生き抜く本別町の概要（2025.8.31現在）

◎人 口 ５，９０４人
◎世帯数 ３，２７４世帯
◎高齢者数 ２，５５３人
◎高齢化率 ４３．２４％
◎面積 ３９２ K㎡
（東西 ３１.８ｋｍ 南北 １６.５ｋｍ）
◎介護保険料 ６，２８０円（第９期基準額）
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未来を見据えた介護保険事業計画の再構築

• 地域包括医療推進構想の策定（平成８年）

平成１２年４月
健康・福祉・医療ゾーン
「太陽の丘」オープン
○国保病院、老人保健施設、
総合ケアセンター、総合運動公園

○総合ケアセンターの機能
行政：介護保険、高齢者福祉、
障害者福祉、地域包括支援センター
社協：事務部門、ヘルパーステー

ション、ボランティアセンター

相談からサービス提供まで一体的に対応
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未来を見据えた介護保険事業計画の再構築

• 健康長寿のまちづくり条例（平成13年３月）

本町で初めて町民主導による条例の設定

町民と協働したまちづくり

一万人が家族のまちづくり

受ける福祉から創造性のある福祉へ

町、介護サービス事業者、町民の責務を明確化

健康長寿のまちづくり会議＝意見反映
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本別町が直面した「３つの崖」

• ①人口減少の崖: 総人口、高齢者人口、特に介護の担い手とな
る生産年齢人口の減少が著しい。

株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン提供
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本別町が直面した「３つの崖」

• ②介護需要の崖: 2040年に向けて要介護認定者数が減少してい
く見込みであり、将来の施設需要は小さくなる。

■要介護認定者数の推移■被保険者数の推移
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本別町が直面した「３つの崖」

• ③財政負担の崖: 要介護者数に対して施設の定員数が多く、介
護保険料が全国・北海道より高い状況にある。

■要介護度別施設サービス受給率（令和４年）

株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン提供
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本別町が直面した「３つの崖」

• ③財政負担の崖: 要介護者数に対して施設の定員数が多く、介
護保険料が全国・北海道より高い状況にある。
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本別町が直面した「３つの崖」

• ③財政負担の崖: 要介護者数に対して施設の定員数が多く、介
護保険料が全国・北海道より高い状況にある。
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既存の延長線上に未来はなかった

• 老朽化した特別養護老人ホーム（特養）の「建て替え」という
選択肢を検討。

■第６期計画（抜粋） 平成27年度～
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既存の延長線上に未来はなかった

• しかし、以下の5つの大きな壁が立ちはだかった。
• 壁1：担い手確保の壁 - 新しい施設を建てても、人材確保は困難。

■第７期計画（抜粋） 平成30年度～
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既存の延長線上に未来はなかった

• しかし、以下の5つの大きな壁が立ちはだかった。
• 壁2：需要の変化の壁 - 特養の待機者は大幅に減少している。
• 壁3：供給過剰の壁 - 周辺市町村でも特養が整備され、将来的に供給過剰となる可能性。
• 壁4：財政の壁 - 建て替えには数十億円が必要となり、財政を圧迫する。

■第８期計画（抜粋） 令和３年度～
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既存の延長線上に未来はなかった

• しかし、以下の5つの大きな壁が立ちはだかった。
• 壁5：住民の願いの壁 - 「自宅で生活したい」という住民の希望が多数を占める。

■将来必要となった場合の希望する介護（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） ■今後希望する介護（在宅介護実態調査）
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町民と歩んだ「英断」の道
• トップダウンではなく、町民参加型の検討プロセス。
• 幅広い世代の住民や経営者を交えた審議会、住民会議を複数回開催。
• 介護と接点のない若い世代の意見も聴取。

①本別町健康長寿のまちづくり会議（平成13年3月設置）
【メンバー構成】
・町民（一般公募）
・保健福祉関係者（学識又は経験を有する者を含む）
・介護サービス事業者
・その他会議の目的に必要な者 以上25名以内で構成

②本別町介護施設等整備検討経営者委員会（令和３年11月設置）
【メンバー構成】
・町内の介護サービス事業者（経営に関わる立場にある方）、町国保病院

③本別町介護施設等検討ワーキンググループ（令和３年12月設置）
【選考方法及びメンバー構成】
・年齢階層別に無作為抽出した20代～70代の男女各10名（120名）に案内し応募があった10名
・健康長寿のまちづくり委員からの参加 12名 以上20代から70代の男女22名で構成
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町民と歩んだ「英断」の道

• 対話を重ねる中で、「既存施設を活用すべき」という方針が定まった。
①本別町健康長寿のまちづくり会議（計13回）

令和３年度 ６月３日、10月19日、11月29日、３月30日
令和４年度 ６月24日、９月22日、１月23日、３月29日
令和５年度 ６月23日、10月27日、12月22日、２月29日
令和６年度 ５月27日

②本別町介護施設等整備検討経営者委員会（計８回※ヒアリング、研修を除く）
令和３年度 11月25日
令和４年度 ６月13日、7月～8月(各事業所ﾋｱﾘﾝｸﾞ）、１月24日
令和５年度 ５月12日、11月28日、１月19日（報酬改定に係る研修）、２月27日
令和６年度 ４月23日、５月23日

③本別町介護施設等検討ワーキンググループ（計11回※資料送付のみを除く）
令和３年度 12月22日、１月27日（資料送付のみ）
令和４年度 ５月17日、６月20日、７月25日、12月20日、３月２日
令和５年度 ５月12日、９月15日、２月27日
令和６年度 ４月23日、５月22日 15



町民と歩んだ「英断」の道

• 対話を重ねる中で、「既存施設を活用すべき」という方針が定まった。
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未来のまちづくりを支える新たなプラットフォーム

• コンセプト: 「施設中心」から「地域全体」で支える体制へ。
• 取り組み:
• 特養の閉鎖と老健の機能複合化: 特養を閉鎖し、老朽化していない介護老人保健施設（老健）80床のうち30床を改修。老健で
特養相当の入所者を受け入れる体制へ。

• 在宅支援の拠点化: 老健の隣接地に、一人暮らしの高齢者向け居住サポート住宅や、多問題を抱える方向けの住まいを整備。
• 地域交流機能の追加: 温浴施設や福祉避難所（平時はデイサービス）を併設。
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未来のまちづくりを支える新たなプラットフォーム

• コンセプト: 「施設中心」から「地域全体」で支える体制へ。
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未来のまちづくりを支える新たなプラットフォーム

• コンセプト: 「施設中心」から「地域全体」で支える体制へ。
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未来のまちづくりを支える新たなプラットフォーム

• コンセプト: 「施設中心」から「地域全体」で支える体制へ。
• 取り組み:
• 地域を繋ぐ仕組み: 地域全体を支える「プラットフォーム」として機能するよう、総合ケアセンター、医療機関、介護サービ
ス事業者など多職種が連携する「総合ケア調整会議」を軸とした仕組みを構築。

• 研修会の実施: 地域で在宅復帰を支える視点を共有するため多職種向け研修会を定期的に開催。これにより、各機関が個々に
動くのではなく、PDCAサイクルを回しながら、有機的に連携。

株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン提供株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン提供
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本別町の挑戦から得られる教訓

• 教訓1：住民参加型プロセスの重要性 
- 住民の声を聴くことで、表面的な課題解決ではない、
真に必要とされる解にたどり着ける。

• 教訓2：施設ありきではない発想の転換
 - 需要の変化や財政課題を踏まえ、既存の枠組みにとら
われない柔軟な発想が求められる。

• 教訓3：複合的な視点での課題解決
 - 介護、財政、まちづくりを一体で捉えることで、持続
可能なモデルを創出できる。
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ご清聴ありがとうございました
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